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「
３
密
」「
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
」「
新
し
い
生
活
様
式
」
こ
の
一
年

の
間
に
こ
の
よ
う
な
言
葉
が
私
た
ち
の

日
常
で
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
世

界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
そ
れ
ま
で

の
生
活
を
一
変
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
同
窓
会
に
も
そ
の
影
響
は
及
び
ま

し
た
。
昨
年
二
月
末
の
同
窓
会
入
会
式

は
中
止
と
な
り
新
会
員
に
は
書
面
で
の

入
会
案
内
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
何

と
言
っ
て
も
昨
年
六
月
の
令
和
二
年
度

同
窓
会
総
会
を
予
定
通
り
実
施
で
き
な

く
な
っ
た
こ
と
で
し
た
。
総
会
に
向
け

て
当
番
学
年
で
あ
る
卒
年
に
０
が
付
く

学
年
幹
事
の
皆
様
は
前
年
の
十
一
月
か

ら
活
動
を
開
始
し
て
、
懇
親
会
の
内
容

の
検
討
や
、
同
級
生
へ
の
連
絡
等
進
め

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
三
月
に
全

国
的
に
休
校
に
な
っ
た
頃
か
ら
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
に
対
す
る
危
機
感
が
強
ま

り
、
同
窓
会
で
も
、
開
催
に
つ
い
て
不

安
視
す
る
意
見
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

総
会
に
は
大
勢
の
同
窓
生
が
各
地
か
ら

集
ま
る
こ
と
や
、
大
先
輩
の
同
窓
生
も

お
ら
れ
る
こ
と
等
を
考
え
例
年
通
り
の

開
催
は
見
送
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
と

て
も
残
念
な
こ
と
で
、
特
に
当
番
学
年

幹
事
の
方
々
に
は
申
し
訳
な
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。
何
よ
り
感
染
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
の
決
定
で
し
た
。
ど
う
ぞ
ご

理
解
賜
り
ま
す
様
に
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

令
和
二
年
九
月
二
日
に
橘
高
校
同
窓

会
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
母
校

の
校
長
先
生
に
ご
挨
拶
を
頂
き
、
評
議

員
・
学
年
幹
事
代
表
者
の
限
ら
れ
た
出

席
者
で
議
事
の
審
議
を
い
た
し
ま
し

た
。
提
案
さ
れ
た
議
案
は
全
員
一
致
で

承
認
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
役
員
改
選
で

私
が
会
長
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
二
年

間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
今

回
の
役
員
改
選
で
は
、
次
の
時
代
に
繋

げ
て
い
く
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

終
息
は
不
透
明
な
こ
と
か
ら
今
年
の
同

窓
会
総
会
も
昨
年
と
同
じ
く
総
会
の
み

の
開
催
と
す
る
こ
と
を
決
定
い
た
し
ま

し
た
。
残
念
で
す
。
ま
た
例
年
通
り
、

総
会
・
懇
親
会
が
開
か
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

同
窓
会
会
長
　
坪
　
井
　
有
　
子
　

（
昭
和
41

年
卒
）

母校シリーズ（26）　「走れ！夢に向かって」
2020年（令和２年）４月撮影



同　　　　　窓 2021年（令和３年）３月１日　（ 2）第 71号

■令和２年度 福島県立橘高等学校同窓会 一般会計予算書
収入金額　2,252,255円 自　令和２年４月１日
支出金額　2,252,255円 至　令和３年３月31日

収　　入 （単位：円）
項　　目 予算額 前年度予算額 比較増減 摘　　　　　要
会　　　費 1,820,000 1,820,000 0 同窓会費6,500円×280名
雑　収　入 10,000 10,000 0 利息、寄付金
繰　越　金 422,255 471,690 △49,435
合　　計 2,252,255 2,301,690 △49,435

支　　出 （単位：円）
項　　目 予算額 前年度予算額 比較増減 摘　　　　　要
会　議　費 10,000 10,000 0 役員会会議費等
総　会　費 150,000 150,000 0 総会要項、ポスター等
助　成　費 700,000 780,000 △80,000 全国大会出場助成、看板、卒業記念品等
慶　弔　費 150,000 100,000 50,000 慶弔、支部総会祝金等
通　信　費 40,000 30,000 10,000 切手、はがき代等
旅　　　費 60,000 20,000 40,000 支部総会等旅費
事　務　費 450,000 500,000 △50,000 事務用品、事務作業手当等

維　持　費 560,000 560,000 0
セミナーハウス維持管理費
280名×2,000円

積　立　金 120,000 120,000 0

予　備　費 12,255 31,690 △19,435
合　　計 2,252,255 2,301,690 △49,435

（執行にあたっては項目間の流用を認めるものとする）

■同窓会館たちばなセミナーハウス維持管理費報告
　収 入 金 額 8,723,303円
　支 出 金 額 641,590円
　次期繰越金 8,081,713円

◎収　　入 （単位：円）

項　　目 予算額 決算額 比較増減 摘　　　要

会　　　費 560,000 562,000 2,000 2,000円×280名、転入生分

雑　収　入 0 9,000 9,000 外部団体利用協力金

繰　越　金 8,152,303 8,152,303 0

合　　計 8,712,303 8,723,303 11,000

◎支　　出 （単位：円）

項　　目 予算額 決算額 比較増減 摘　　　要

維 持 経 費 500,000 252,790 △247,210 光熱水費、業者清掃等

施設維持管理費 8,212,303 388,800 △7,823,503 防水塗装、換気口取付工事

合　　計 8,712,303 641,590 △8,070,713

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日

頃
よ
り
多
大
な
る
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申

し
あ
げ
ま
す
。
今
年
度
新
た

に
校
長
に
着
任
し
た
加
藤
知

道
と
申
し
ま
す
。生
徒
た
ち
が
伸
び
伸
び
と
勉
学
に
励
み
、

素
晴
ら
し
い
橘
高
校
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
教
育
環
境
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

対
策
の
一
年
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
昨
年
三
月
か
ら
全
国
一
斉
休
業
と
な
り
、
新
年
度
の

始
業
式
・
入
学
式
か
ら
再
開
と
な
り
ま
し
た
が
、
入
学
式

の
恒
例
で
あ
る
管
弦
楽
部
の
演
奏
や
合
唱
部
の
校
歌
披
露

な
ど
は
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
は
、
現
在
と
は

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
個
人
・
社
会
の
考
え
も
大
き

く
異
な
り
、
測
る
こ
と
の
で
き
な
い
怖
れ
の
中
で
、
手
探

り
の
年
度
始
め
で
し
た
。

　

四
月
下
旬
か
ら
再
び
一
ヶ
月
ほ
ど
学
校
は
臨
時
休
業
と

な
り
、
新
入
生
歓
迎
会
を
始
め
と
し
た
学
校
行
事
は
軒
並

み
中
止
・
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
昇
降
口
で
の

手
指
消
毒
や
マ
ス
ク
の
着
用
、
こ
ま
め
な
教
室
の
換
気
な

ど
が
新
た
な
学
校
の
日
常
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

中
、
新
入
生
へ
の
部
活
動
紹
介
で
は
生
徒
会
が
中
心
と

な
っ
て
撮
影
し
た
動
画
を
披
露
し
、
歓
迎
の
気
持
ち
を
込

め
て
校
舎
の
吹
き
抜
け
を
満
開
の
桜
の
飾
り
で
彩
る
な

ど
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
生
徒
た
ち
は
精
一
杯
の
工
夫

を
凝
ら
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
夏
休
み
の
短
縮
や
行
事
日
程
を
調
整
し
な
が

ら
授
業
の
遅
れ
を
回
復
し
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
の
生
徒

会
行
事
も
開
催
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
徐
々
に
日
常

の
学
校
生
活
を
取
り
戻
し
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の

大
学
入
試
と
い
う
新
た
な
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
学
校

全
体
で
三
年
生
を
応
援
し
、
本
日
卒
業
の
日
を
迎
え
ま
し

た
。
新
た
な
同
窓
生
を
、
皆
様
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も

校
長
　
加
藤
　
知
道
　

■令和元年度 福島県立橘高等学校同窓会 一般会計決算書
収 入 金 額　2,452,801円 自　平成31年４月１日
支 出 金 額　2,030,546円 至　令和２年３月31日
次期繰越金　　422,255円

収　　入 （単位：円）
項　　目 予算額 決算額 比較増減 摘　　　　　要
会 　 費 1,820,000 1,826,500 6,500 6,500円×280名、転入生分
雑 収 入 10,000 154,611 144,611 利息、寄付金￥154,160
繰 越 金 471,690 471,690 0

合　　計 2,301,690 2,452,801 151,111

支　　出 （単位：円）
項　　目 予算額 決算額 比較増減 摘　　　　　要
会 議 費 10,000 6,080 △3,920 役員会会議費等
総 会 費 150,000 150,000 0 総会要項、懇親会等
助 成 費 780,000 620,694 △159,306 全国大会出場助成、看板代、卒業記念品等
慶 弔 費 100,000 62,130 △37,870 慶弔、支部祝金等
通 信 費 30,000 20,360 △9,640 切手、はがき代等
旅 　 費 20,000 10,000 △10,000 支部総会等旅費
事 務 費 500,000 325,122 △174,878 事務用品、事務作業手当等
維 持 費 560,000 562,000 2,000 セミナーハウス維持管理費
積 立 金 120,000 274,160 154,160 積立金￥120,000、寄付金￥154,160
予 備 費 31,690 0 △31,690
合　　計 2,301,690 2,030,546 △271,144

■令和元年度同窓会協力金
収 入 金 額　6,832,164円 自　平成31年４月１日
支 出 金 額　3,272,469円 至　令和２年３月31日
次期繰越額　3,559,695円

◎収　　入 （単位：円）

項　　目 金　額 摘　要

協 力 金 2,875,972
預 金 利 息 333

前 年 度 繰 越 金 3,955,859
合　　計 6,832,164

◎支　　出 （単位：円）

項　　目 金　額 摘　要

会報発行費　印刷代等 600,820 24,500部

発 送 料 2,655,449 23,178通

需 用 費 16,200 卒業アルバム事務局保存用

合　　計 3,272,469

　監査いたしました結果、会計は適正に執行され、上記
のとおり相違ないことを認めます。
　　令和２年４月７日　　　監査　橘　　　洋　子
　　　　　　　　　　　　　　　　誉　田　文　子

■令和元年度同窓会基金
積 立 基 金 15,012,853円

■令和元年度同窓会積立金
積　　立　　金 2,292,911円
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寄
付
金

　

昭
和
13
年
卒 

浅
野（
鈴
木
）千
代
様

 

金
三
〇
、〇
〇
〇
円

寄
贈
品

　

昭
和
26
年
卒 

山
﨑（
本
多
）京
子
様

 

マ
ス
ク
二
、〇
〇
〇
枚

　

昭
和
37
年
卒 

佐
藤（
鈴
木
）弘
子
様

　
　

著
書　

句
集
『
磁
場
』 

一
冊

寄
付
金
・
寄
贈
品
紹
介

お
　
慶
　
び

恩
師 

網
代
春
朋（
澄
亭
）様

　

県
文
化
知
事
感
謝
状
受
賞

昭
和
46
年
卒 

添
田（
後
藤
）和
子
様

　

令
和
２
年
度
教
育
功
労
者
表
彰

　

学
校
教
育
部
門

昭
和
47
年
卒 

原（
折
笠
）美
子
様

　

県
ス
ポ
ー
ツ
知
事
感
謝
状
受
賞

昭
和
41
年
卒 

高
橋（
高
橋
）成
子
様

　

県
川
柳
賞
受
賞

昭
和
44
年
卒 

鈴
木（
伊
藤
）幸
子
様

　

改
組
新
第
７
回
日
展
第
５
科
書
入
選

昭
和
49
年
卒 

大
塚（
大
塚
）真
理
様

　

改
組
新
第
７
回
日
展
第
５
科
書
入
選

平
成
７
年
卒 

齋
藤
周
子（
芳
生
）様

　

第
三
歌
集
『
花
の
渦
』

　

第
７
回
佐
藤
佐
太
郎
短
歌
賞
受
賞

総 会 報 告

組

氏
　
名

組

氏
　
名

1

木
村
　
勇
翔

奈
良
輪
彩
夏

5

宮
口
　
英
大

八
島
ち
は
る

2

鈴
木
　
圭
仁

佐
藤
夏
菜
恵

6

五
十
嵐
大
己

山
田
　
風
夏

3

加
藤
　
　
篤

横
山
　
　
楓

7

下
釜
　
沙
友

半
田
紘
太
郎

4

福
井
　
凪
桜

髙
橋
　
幸
陽

新
学
年
幹
事

　令和２年度同窓会総会は、９月２日午後１時半
から橘高校大会議室で来賓に加藤知道校長先生を
お招きし開催しました。今年度は新型コロナ感染
症の影響のため規模を縮小し、学年幹事・評議員
30名が出席し、坪井会長、校長先生からの挨拶を
いただきました。斉藤良子（Ｓ50年卒）・中木泉（Ｓ
60年卒）の両名が議長を務め、今年度の事業報告
及び決算報告、次年度の事業計画及び予算につい
て滞りなく承認されました。また役員改選が行わ
れ新役員が決まりました。

新
役
員
紹
介

　

本
年
度
は
役
員
改
選
時
に
あ
た
り
、

総
会
に
お
い
て
次
の
方
々
が
選
出
さ
れ
、

会
長
よ
り
会
計
・
書
記
・
事
務
局
長
が

指
名
さ
れ
ま
し
た
。

会
　
長　

坪
井
　
有
子
（
昭
和
41
年
卒
）

副
会
長　

渡
部
　
敎
子
（
昭
和
36
年
卒
）

　
〃
　　

伊
東
ヒ
ロ
子
（
昭
和
40
年
卒
）

　
〃
　　

藤
田
美
智
子
（
昭
和
47
年
卒
）

監
　
査　

菅
野
千
代
子
（
昭
和
41
年
卒
）

　
〃
　　

佐
藤
　
恵
子
（
昭
和
49
年
卒
）

会
　
計　

桂
　
　
聡
子
（
昭
和
51
年
卒
）

　
〃
　　

原
田
　
純
子
（
昭
和
58
年
卒
）

書
　
記　

大
竹
　
惠
理
（
昭
和
46
年
卒
）

　
〃
　　

樫
村
　
恵
子
（
昭
和
53
年
卒
）

事
務
局
長　

梅
宮
　
優
子
（
昭
和
57
年
卒
）

同
窓
会
の
主
な
行
事
　〈
令
和
２
年
度
〉

月
日

行
　
　
　
　
事

令
和
２
年

４

７

会
計
監
査

第
１
回
役
員
会

７

１

第
２
回
役
員
会

８

16

母
校
合
唱
部
定
期
演
奏
会
を
後
援

母
校
管
弦
楽
部
定
期
演
奏
会
を
後
援

８

19

第
３
回
役
員
会

第
１
回
評
議
員
会

第
１
回
会
報
編
集
委
員
会

９

２

令
和
２
年
度
同
窓
会
総
会

９

23

第
４
回
役
員
会

10

14

第
２
回
評
議
員
会

第
２
回
会
報
編
集
委
員
会

11

４

第
３
回
会
報
編
集
委
員
会

11

25

第
１
回
卒
年
に〝
１
〞の
つ
く
学
年
幹
事
会

第
４
回
会
報
編
集
委
員
会

12

２

第
５
回
会
報
編
集
委
員
会

令
和
３
年

１

６

第
６
回
会
報
編
集
委
員
会

１

13

第
７
回
会
報
編
集
委
員
会

１

20

第
８
回
会
報
編
集
委
員
会

１

27

第
９
回
会
報
編
集
委
員
会

２

３

第
10
回
会
報
編
集
委
員
会

２

28

新
卒
業
生
の
同
窓
会
入
会

３

１

会
報
「
同
窓
」
第
71
号
発
行
（
全
同
窓
生
に
配
付
）

合
同
開
催

���

令和３年度（2021年）
総会のお知らせ

と　き

令和３年６月26日㈯
13：30～14：30

ところ

橘高校 大会議室

参加者

当番学年代表各２名
評議員

当番学年

卒年に１のつく学年

　新型コロナウイルス感染状況
から判断し、懇親会を中止し総
会のみ行うことといたします。

　

十
月
七
日
、
母
校
校
長
室
に
お
い
て

坪
井
有
子
会
長
よ
り
、
加
藤
知
道
校
長

先
生
へ
マ
ス
ク
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

マ
ス
ク
の
寄
贈

　同窓会の皆様には、協力金のお振り
込み有難うございました。
　協力金を大切に使わせて頂き、会報
発行を続けてまいりましたが、今年度
は協力金のみでは会報の印刷代・発送
料が不足する事態となりました。

同窓会協力金
　　　納入のお願い

１口 1,000円（以上）の
振り込みを‼

協力金　　　2,875,972円（ 1,654名）
会報発行費　3,256,269円（23,178通）



同　　　　　窓 2021年（令和３年）３月１日　（ 4）第 71号

◆

全
国
大
会
出
場
◆

写
　
真
　
部

▽
第
44
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

写
真
部
門 

大
和
田　

樹

放
　
送
　
部

▽
第
44
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門 

南　
　

春
菜

囲
　
碁
　
部

▽
第
44
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

囲
碁
部
門
（
開
催
中
止
）

　

男
子
個
人
戦 

半
田
紘
太
郎

　

団
体
戦 

佐
藤　

実
穂

▽
第
15
回
全
国
高
等
学
校
囲
碁
選
抜
大
会

　

男
子
団
体
戦

 

三
浦　

大
輔　
　

遠
藤　
　

充

 

高
木　

智
啓　
　

冨
田　

雄
平

卓
　
球
　
部

▽
第
48
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
卓
球
大
会

男
子
シ
ン
グ
ル
ス 
阿
部　

将
和

ス
　
キ
　
ー

▽
令
和
２
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
第
70
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会

ア
ル
ペ
ン
・
回
転
競
技 

大
橋　
　

陸

母
校
あ
の
頃

母
校
あ
の
頃多

行
松
今
昔

多
行
松
今
昔

ハンドメイド部

高校生ジャンボパフェ
コンテントで優勝
「りんごのきもち」

写 真 部卓 球 部 放 送 部囲 碁 部

合唱部・管弦楽部合同定期演奏会

現　在

昭和30年頃

昭和42年頃



同　　　　　窓（ 5）2021年（令和３年）３月１日 第 71号

令和元年度 入試合格状況 （４月１日現在）
国　立　大　学

大　学　名 現役 過年度卒
北見工業大 1

弘前大 1

岩手大 4 1

東北大 4 1

　文学部 2

　経済部 1

　教育部 1

　医学部 1

宮城教育大 2

秋田大 4

山形大 15 1

福島大 39 1

　人間発達 14 1

　行政政策 12

　経済経営 6

　共生システム 7

茨城大 2

宇都宮大 2 1

群馬大 2

埼玉大 6

千葉大 2

東京学芸大 1

電気通信大 1

新潟大 13 1

金沢大 1

三重大 1

静岡大 1

合　　　計 100 8

公　立　大　学
大　学　名 現役 過年度卒

釧路公立大 1

青森県立保健大 1

青森公立大 2

岩手県立大 2

宮城大 2

秋田県立大 1

秋田公立美大 1

山形保健医療大 2

会津大 4

福島県立医大 10 1

　医学部 1

　看護学部 9 1

前橋工科大 1

高崎経済大 2

東京都立大 1

新潟県立大 6

長岡造形大 1

公立小松大 1

福井県立大 1

都留文科大 1

長野大 4

北九州市立大 1

合　　　計 45 1

私　立　大　学
大　学　名 現役 過年度卒

北海道医療大 1

酪農学園大 1

盛岡大 3

石巻専修大 10

仙台大 1

東北学院大 68 4

東北工大 10 1

東北福祉大 38 1

東北医薬大 5

宮城学院女子大 20

仙台白百合大 4

東北文化学園大 9

尚絅学院大 3

東北芸術工大 3

東北公益文科大 2

医療創生大 3

奥羽大 3

郡山女子大 4

東日本国際大 1

福島学院大 1

つくば国際大 2

常磐大 1

流通経済大 2

国際医療福祉大 7

自治医大 2

白鷗大 8 1

高崎健康福祉大 5

城西大 2

東京国際大 2

獨協大 6

日本工大 1

文教大 2

共栄大 1

江戸川大 1

川村学園女子大 1

城西国際大 3

聖徳大 1

千葉工大 9

和洋女子大 1

青山学院大 2 2

桜美林大 2

学習院大 3

北里大 2

慶應大 1

工学院大 1

國學院大 3 1

国際基督教大 1

国士舘大 2

駒澤大 2 1

実践女子大 2

女子栄養大 2

女子美大 2

成城大 1 5

清泉女子大 1

私　立　大　学
大　学　名 現役 過年度卒

専修大 12 2

大東文化大 7

玉川大 1

中央大 6 2

津田塾大 1

帝京大 5

東海大 8

東京家政大 2

東京経大 1

東京工科大 2

東京農大 4

東京理大 2

東邦大 9

東洋大 4

日本大 42 5

　工学部以外 14 3

　工学部 28 2

日本女子大 2

法政大 3 2

武蔵大 2 2

武蔵野大 1 2

武蔵野美大 1

明治大 3

明治学院大 7 2

明治薬大 1

立教大 3 1

早稲田大 1 3

麻布大 2

神奈川大 12 5

神奈川工科大 4 1

神奈川歯大 1

鎌倉女子大 2

関東学院大 1

産業能率大 1

湘南工科大 1

横浜薬大 1

日本映画大 1

新潟医療福祉大 9

龍谷大 1

大阪芸大 1

関西大 1

近畿大 1 1

合　　　計 439 48

大　　学　　校
大 学 校 名 現役 過年度卒

防衛医科大学校 1

防衛大学校 1

合　　　計 2 0

短　期　大　学
短　大　名 現役 過年度卒

山形県米沢女子短大 1

会津大短大部 2

郡山女大短大部 2

桜の聖母短大 10 1

福島学院大短大部 1

國學院大栃木短大部 1

昭和音大短大部 1

合　　　計 18 1

専 門 学 校 等
学　校　名 現役 過年度卒

福島県立総合衛生学院 2

神田外語学院 1

福島医療専門学校 1

大原看護専門学校 8

ポラリス保健看護学院 1

国際医療看護福祉大学校 1

宮城文化服装専門学校 1

情報科学専門学校 1

合　　　計 16 0

就　　　　　職
就　職　先 現役 過年度卒

福島県警察 1

合　　　計 1 0

種　　　別 現役 過年度卒
国公立大学 145 9

私立大学 439 48

大学校 2 0

短期大学 18 1

専門学校等 16 0

就職等 1 0

※表中の数字は、「合格者数」である。
※表中の「過年度卒」欄の合格者数については、報告のあった人数を示している。

　

最
後
と
な
っ
た
セ
ン
タ
ー
試
験
で
は
、
全
国
平
均
点
が
前
年

度
よ
り
も
低
下
し
た
中
で
、
本
校
は
、
そ
の
平
均
点
を
文
系

理
系
と
も
に
さ
ら
に
下
回
り
、
二
次
試
験
の
厳
し
さ
が
予
想

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
終
的
な
国
公
立
大
の
合
格
者
数
は

一
四
五
名
と
な
り
、
こ
こ
数
年
の
中
で
も
大
健
闘
で
し
た
。

　

こ
の
粘
り
は
ど
こ
か
ら
き
た
の
か
？
進
路
指
導
室
に
は
、
過

去
六
年
分
の
赤
本
が
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。「
寄
贈
」
の
ラ
ベ

ル
本
の
中
で
も
本
人
の
手
書
き
で
「
合
格
者
よ
り
」
と
書
か
れ

て
い
る
も
の
が
あ
り
、
縁
起
の
良
い
本
と
し
て
借
り
て
い
き
ま

す
。　
「
私
も
先
輩
の
よ
う
に
絶
対
合
格
す
る
ん
だ
」
と
心
に
決

め
、
厳
し
い
受
験
勉
強
を
乗
り
切
っ
た
後
、
自
分
が
使
い
込
ん

だ
赤
本
に
、
に
こ
に
こ
顔
で
「
合
格
者
よ
り
」
と
書
い
て
寄
贈

し
て
く
れ
ま
す
。
新
た
な
伝
統
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

令
和
三
年
度
入
学
試
験
は
、
新
入
試
シ
ス
テ
ム
が
二
転
三
転

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
い
う
見
え
な
い
敵
に
お

び
え
な
が
ら
も
乗
り
越
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
本
校
生
は

そ
れ
を
も
の
と
も
せ
ず
力
を
発
揮
し
て
く
れ
る
も
の
と
信
じ
て

い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。 

（
進
路
指
導
主
事　

渡
邊　
　

彰
）

令
和
二
年
三
月
卒
業
生
の

　
大
学
合
格
状
況
と
今
春
の
卒
業
生

令
和
二
年
三
月
卒
業
生
の

　
大
学
合
格
状
況
と
今
春
の
卒
業
生

延焼中の体育館 必死の消火作業翌日 焼跡にたたずむ校長先生焼け落ちた校舎

２度目の火災

昭和35年１月15日
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なつかしき恩師
　

つ
い
先
日
の
こ
と
、
隣
町
の
ス
ー
パ
ー
の
入
口
で
立

ち
止
ま
っ
て
い
る
主
婦
ら
し
き
人
に
会
釈
を
さ
れ
た
よ

う
な
気
が
し
た
の
で
、
私
も
軽
く
頭
を
下
げ
る
と
…
…

　
「
間
違
っ
て
い
た
ら
ご
免
な
さ
い
…
…
網
代
先
生
で

す
よ
ね
」
と
。

　

こ
の
頃
は
卒
業
生
と
会
っ
て
も
思
い
出
せ
な
い
こ
と

が
多
い
。
多
少
焦
り
も
感
じ
た
が
、
歳
を
取
っ
た
の
だ

か
ら
仕
方
が
な
い
と
咄
嗟
に
諦
め
「
名
前
が
思
い
出
せ

な
く
て
」
と
謝
ろ
う
と
し
た
。
と
そ
の
時
、
生
徒
時
代

の
面
影
が
ち
ら
っ
と
見
え
、
自
分
の
ク
ラ
ス
の
生
徒
で

あ
っ
た
こ
と
が
判
り
、
彼
女
も
覚
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

の
喜
び
を
隠
し
切
れ
ず
小
躍
り
し
て
い
た
。
嬉
し
い
瞬

間
だ
っ
た
。

　

話
に
よ
る
と
古
稀
を
過
ぎ
、
こ
の
四
月
に
両
親
の
面

倒
を
見
る
た
め
に
実
家
の
近
く
に
戻
っ
て
き
て
い
る
と

の
こ
と
。

　

小
春
日
和
の
中
、
晴
々
し
た
気
分
と
な
り
、
思
い
は

四
十
年
以
前
に
逆
戻
り
。
運
動
会
で
の
先
生
方
の
仮
装

（
変
装
？
）
競
技
で
私
の
「
藤
娘
」
や
渋
谷
先
生
の
「
桃

太
郎
」
な
ど
、
頭
の
片
隅
に
あ
る
痕
跡
程
度
の
も
の
が

増
幅
さ
れ
、
話
が
止
ま
ら
な
く
な
る
。

　

修
学
旅
行
で
は
奈
良
・
京
都
を
回
っ
た
あ
と
、
四
国

に
向
っ
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な
い
そ
う
だ
。
関
西
汽
船

の
大
型
客
船
で
大
阪
を
夕
方
出
帆
し
、
月
の
美
し
い
瀬

戸
内
海
の
夜
を
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て

い
る
と
の
こ
と
。

　

高
松
の
栗
林
公
園
・
金
刀
比
羅
宮
・

屋
島
や
夕
日
に
輝
く
塩
田
・
鳴
門
の
渦

潮
な
ど
、
旦
那
に
も
よ
く
自
慢
し
て
や

れ
る
し
、
孫
た
ち
の
修
学
旅
行
に
も
よ

い
コ
ー
ス
で
あ
る
旨
の
話
を
し
て
く
れ

た
。

　

そ
の
う
ち
同
級
生
何
人
か
で
会
い
に

来
て
く
れ
る
約
束
を
し
て
そ
の
場
を
離
れ
た
。
卒
業
生

に
と
っ
て
修
学
旅
行
は
忘
れ
ら
れ
な
い
人
生
の
一
ペ
ー

ジ
の
よ
う
だ
。

　

近
年
に
な
っ
て
広
島
や
長
崎
な
ど
の
戦
争
体
験
型

や
、飛
行
機
を
使
っ
て
の
海
外
の
語
学
研
修
型
な
ど
年
々

豪
華
に
な
っ
て
き
た
が
コ
ロ
ナ
禍
で
す
べ
て
が
困
難
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
早
く
禍
を
終
息
さ
せ
思
い
出
に
な

る
修
学
旅
行
の
で
き
る
日
を
望
ま
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

〝
卒
業
生
と
思
い
出
〞

網
　
代
　
春
　
朋
　

昭
和
40

年
４
月
〜
昭
和
56

年
３
月

（
桑
折
町
在
住
）

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
空
の
下

加
藤
八
重
子
（
平
成
７
年
卒
）

　

私
が
初
め
て
、

こ
こ
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
、
オ
ー
ク

ラ
ン
ド
の
地
を
踏

ん
だ
の
は
、
二
〇
〇
一
年
二
月
の
こ
と

で
し
た
。
出
国
日
の
日
本
は
雪
の
舞
う

真
冬
、
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
一
つ
で
到
着
し

た
南
半
球
は
、
燦
々
と
太
陽
が
降
り
注

ぐ
真
夏
。飛
行
機
を
降
り
た
直
後
か
ら
、

何
か
普
通
で
な
い
感
覚
を
受
け
た
こ
と

を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　

最
初
の
半
年
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
。
生

き
て
い
く
た
め
に
は
何
と
し
て
も
英
語

を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
生
活
で
、

話
す
方
は
か
な
り
の
ス
ピ
ー
ド
で
上
達

し
ま
し
た
。
そ
し
て
気
が
つ
け
ば
、
あ

れ
か
ら
二
十
年
ほ
ど
た
ち
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
で
の
生
活
の
方
が
日
本
で

の
生
活
よ
り
長
く
な
る
の
も
あ
と
数
年

後
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
永
住
権
を
取
得
し
、
オ
ー
ク

ラ
ン
ド
の
西
地
域
に
在
住
。
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
は
、
仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
を
は
っ
き
り
と
分
け
る
ス
タ
イ
ル
、

二
階
堂
先
生
と
の
出
会
い

西
村（
阿
部
）照
子
（
昭
和
27

年
卒
）

　

福
女
の
会
員
名

簿
に
そ
の
年
数
が

記
さ
れ
な
い
ほ

ど
、
二
階
堂
（
永

沢
）務
先
生
の
在
職
期
間
は
短
か
っ
た
。

私
は
昭
和
二
十
七
年
に
福
女
を
卒
業
し

た
の
だ
が
、
記
憶
も
覚
束
な
い
七
十
年

も
昔
の
話
で
あ
る
。

　

あ
る
日
突
然
教
室
に
現
れ
た
先
生

は
、
教
卓
に
腰
を
か
け
足
を
組
ん
だ
。

広
い
額
に
強
い
目
力
の
イ
ケ
メ
ン
、

ベ
ー
ジ
ュ
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
姿
は
映
画
で

見
る
外
国
人
そ
っ
く
り
だ
っ
た
。

　

当
時
の
英
語
教
育
は
、「
読
む
」「
書

く
」
が
主
体
で
つ
ま
ら
な
か
っ
た
が
、

ハ
ワ
イ
生
ま
れ
と
い
う
先
生
は
、
ネ
イ

テ
ィ
ブ
の
発
音
、
言
葉
の
リ
ズ
ム
を
大

切
に
さ
れ
、「
聞
く
」「
話
す
」
な
ど
歌

う
動
作
の
な
か
で
教
え
て
く
だ
さ
っ

た
。
授
業
は
盛
り
上
が
り
、
多
く
の
務

卒
業
生
の
活
躍

卒
業
生
の
活
躍

フ
ァ
ン
が
生
ま
れ
た
。
先
生
が
顧
問
を

さ
れ
て
い
た
英
語
ク
ラ
ブ
に
は
、
生
き

た
英
語
を
求
め
る
多
く
の
生
徒
た
ち
が

集
ま
っ
た
。
先
生
の
ご
指
導
に
よ
り
、

第
一
回
全
東
北
新
制
高
校
英
語
雄
弁
大

会
で
優
勝
。
そ
の
後
、
県
英
語
弁
論
大

会
で
も
次
々
と
優
勝
し
た
。
ま
た
、
昭

和
二
十
五
年
に
は
英
語
劇
を
上
演
し

た
。

　

先
生
が
福
女
を
去
ら
れ
た
の
も
ま
た

突
然
で
あ
っ
た
。
私
た
ち
フ
ァ
ン
で

あ
っ
た
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
つ
ら
い

別
れ
だ
っ
た
が
、
先
生
に
よ
っ
て
培
わ

れ
た
英
語
愛
は
心
の
底
に
深
く
残
っ
た
。

　

五
十
四
歳
で
退
職
し
た
私
は
、
ハ
ワ

イ
生
ま
れ
の
マ
リ
ア
ン
森
口
先
生
の
教

室
に
通
い
始
め
た
。
以
来
三
十
年
余
、

八
十
六
歳
に
な
る
現
在
ま
で
、
曲
折
を

経
な
が
ら
も
最
古
参
の
生
徒
と
し
て
、

週
一
回
の
レ
ッ
ス
ン
を
続
け
て
い
る
。

　

昭
和
三
十
年
頃
、
私
の
夫
西
村
榮
悟

の
絵
を
買
っ
て
く
だ
さ
っ
た
ア
メ
リ
カ

人
の
バ
ゼ
ル
夫
妻
と
懇
意
に
な
り
、
家

族
同
様
の
交
流
は
今
も
続
い
て
い
る
。

ま
た
、
夫
の
ス
ケ
ッ
チ
旅
行
で
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
訪
ね
た
際
は
、
サ
ポ
ー
ト
役

を
務
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

全東北高校英語弁論大会 優勝記念
西村照子さん（前列右）

　

テ
レ
ビ
の
英
語
ニ
ュ
ー
ス
を
完
全
に

聞
き
と
る
「
英
語
脳
」
が
最
終
の
願
望

だ
っ
た
が
、
今
だ
に
そ
の
域
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
現
在
は
、
老
化
の
進
む
私

か
ら
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー
や
イ
デ
ィ
オ
ム

な
ど
が
離
れ
な
い
よ
う
努
め
る
日
々
で

あ
る
。
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高
校
時
代
の
思
い
出

服
部
美
南
子
（
平
成
26

年
卒
）

　

私
は
今
、
福
島

県
内
の
会
社
で
事

務
員
と
し
て
働
き

な
が
ら
、
物
語
作

り
を
続
け
て
い
ま
す
。
小
学
生
の
頃
に

初
め
て
小
説
を
書
い
て
以
来
、
通
学
・

通
勤
中
に
物
語
の
構
想
を
練
っ
た
り
、

草
木
や
空
模
様
を
眺
め
て
「
こ
の
風

景
、
心
情
表
現
に
使
え
な
い
か
な
」
と

考
え
た
り
と
、
い
つ
し
か
小
説
を
書
く

こ
と
は
私
の
生
活
の
中
心
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
思
う
よ
う
に

服
部
美
南
子
さ
ん
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

福
島
大
学
人
文
社
会
学
群
行
政
政
策
学
類
卒
業

製
造
業
事
務
職
員

二
〇
一
九
年
、
第
七
十
二
回
福
島
県
文
学
賞
　

小
説
・
ド
ラ
マ
部
門
に
て
正
賞
を
受
賞
。

主
に
過
去
の
時
代
を
題
材
と
し
た
小
説
を
執
筆
。

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　〈
客
　
員
〉

新
井
か
つ
子　

先
生 

平
31
・
２　

安
孫
子
清
七　

先
生 

令
元
・
12
・
11

片
桐　

麗
子　

先
生 

令
２
・
４
・
28

高
橋　
　

薫　

先
生 

令
２
・
５
・
12

桐
山　

欣
一　

先
生 

令
２
・
９
・
１

　〈
会
　
員
〉

昭
５
卒 

山
口　

ミ
ツ（
本
間
） 

令
元
・
10
・
６

昭
13
卒 

岡
崎　

よ
ね（
奥
山
） 

令
元
・
10
・
22

昭
13
卒 

青
木　

文
子（
大
内
） 

令
元
・
９
・
５

昭
14
卒 

丸
谷　

雅
子（
佐
藤
） 

令
２
・
２
・
10

昭
14
卒 

山
本　

和
子 

令
元
・
10
・
11

昭
15
卒 

斎
藤　

ト
シ（
斉
藤
） 

平
31　
　
　

昭
16
卒 

村
山
ひ
ろ
子（
阿
部
） 

令
２
・
４　

昭
16
卒 

石
井　

キ
ヨ（
大
河
内
） 

令
元
・
12　

昭
16
卒 

藤
田　

京
子（
田
中
） 

平
29
・
12
・
10

昭
16
卒 

菅
野　

と
き 

令
元
・
11
・
23

昭
16
卒 

渋
谷　

繁
子（
佐
藤
） 

令
２
・
１
・
２

昭
17
卒 

菊
地
百
合
子（
佐
藤
） 

令
２
・
２
・
26

昭
18
卒 

一
重
三
和
子（
南
雲
） 

令
元
・
12
・
８

昭
18
卒 

大
内
希
恵
子（
青
柳
） 

令
元
・
12
・
11

昭
18
卒 

木
下　

英
子（
福
島
） 

令
２
・
５
・
７

昭
18
卒 

小
泉
喜
美
代（
本
多
） 

令
２
・
１
・
９

昭
19
卒 

浅
利
ヤ
ス
子（
安
斉
） 

令
２
・
10
・
11

昭
19
卒 

鈴
木
美
智
子（
浜
野
） 

平
30
・
10
・
８

昭
19
卒 

佐
久
間
泰
子（
小
坂
谷
） 

令
２
・
７
・
17

昭
19
卒 

山
田
ト
シ
子（
高
橋
） 

令
２
・
２
・
８

昭
19
卒 

上
石
不
二
子（
立
谷
） 

令
２
・
10
・
19

昭
20
卒 

大
槻
喜
味
子（
伊
藤
喜
美
子
） 令
２
・
３　

昭
20
卒 

佐
藤
千
鶴
子（
木
川
田
） 

令
元
・
12
・
27

昭
20
卒 

佐
藤　

邦
子（
三
品
） 

令
２
・
９
・
25

昭
20
卒 

黒
瀬　

律
子（
矢
吹
） 

令
元
・
12
・
10

昭
20
卒 

佐
藤
悠
紀
子（
北
原
） 

令
元
・
12
・
22

昭
20
卒 

佐
藤　

糸
子 

令
２
・
４　

昭
20
卒 

鴫
原　

歌
子（
小
野
） 

令
２
・
11　

昭
21
卒 

佐
藤　

淑
子（
佐
藤
） 

令
２
・
８
・
25

昭
21
卒 

柳
本　

秋
子

昭
21
卒 

渡
辺
よ
志
子 

平
30
・
12
・
25

昭
21
卒 

福
士　

ケ
イ（
大
野
） 

令
元
・
５
・
２

昭
22
卒 

桑
原　

京
子（
若
月
） 

令
２
・
４
・
11

昭
24
卒 

荒
木　

愛
子（
三
浦
） 

令
元
・
11
・
11

昭
26
卒 

岩
田　

宰
子（
石
川
） 

令
元
・
11
・
26

昭
26
卒 

小
金
沢
良
子（
梶
原
） 

令
２
・
７
・
28

昭
28
卒 

渡
辺　

房
子（
佐
藤
） 

令
２
・
１
・
13

昭
28
卒 

菅
野　

恭
子（
坪
井
） 

令
２
・
８
・
17

昭
28
卒 

大
川　

弘
子（
山
田
） 

平
26
・
10
・
31

昭
29
卒 

菅
野　

タ
カ（
鈴
木
） 

昭
54
・
３
・
10

昭
30
卒 

間
宮　

礼
子（
鎌
田
） 

令
元
・
９
・
４

昭
31
卒 

荒　
　

晶
子（
長
谷
川
） 

平
29
・
７　

昭
31
卒 

齋
藤　

玲
子 

令
元
・
12
・
９

昭
31
卒 

遠
藤
タ
カ
子（
菅
野
） 

平
30
・
12
・
16

昭
31
卒 

山
崎　

惇
子（
岡
田
）

昭
31
卒 

柴
田
乃
夫
子（
丹
野
） 

平
30
・
５
・
30

昭
33
卒 

吉
田
三
餘
子（
井
上
） 

令
元
・
11
・
８

昭
33
卒 

斉
藤　

寛
子（
鈴
木
） 

令
２
・
１
・
１

昭
34
卒 

片
町　

キ
ク（
鈴
木
） 

令
２
・
３
・
３

昭
35
卒 

斎
藤
千
恵
子（
神
尾
） 

令
２
・
10
・
２

昭
35
卒 

佐
藤
登
志
子（
黒
須
） 

令
元
・
12
・
23

昭
35
卒 

菊
池　

道
子（
大
友
） 

令
２
・
８
・
27

昭
35
卒 

安
藤　

幸
惠（
宇
津
木
） 

令
２
・
11
・
１

昭
36
卒 

古
田
由
紀
子（
大
柳
） 

平
31
・
２
・
15

昭
36
卒 

七
島　

澄
子（
佐
藤
） 

令
２
・
２
・
８

昭
36
卒 

渡
辺　

征
子 

令
３
・
１
・
５

昭
36
卒 

三
田
久
美
子 

令
２
・
12
・
28

昭
38
卒 
宗
形
美
代
子（
斎
藤
） 

平
23
・
３　

昭
38
卒 
井
口
美
恵
子（
柳
沼
） 

令
元
・
10
・
２

昭
38
卒 

芳
賀　

修
子（
鈴
木
） 

令
元
・
10
・
17

昭
38
卒 

唯
野　

和
子（
桜
井
） 

平
30　
　
　

昭
39
卒 

三
浦　

英
子 

令
２
・
11
・
23

昭
40
卒 

山
田
由
美
子（
立
花
） 

平
30
・
５
・
30

昭
42
卒 

藤
田　

悦
子 

令
２
・
５
・
１

昭
44
卒 

尾
形　

洋
子（
丹
治
） 

令
元
・
10
・
３

昭
46
卒 

田
口
伊
津
子（
鈴
木
） 

令
元
・
９
・
13

昭
48
卒 

石
橋　

絹
代（
三
品
） 

令
元
・
10
・
２

昭
50
卒 

高
橋
美
佐
子（
佐
藤
） 

令
元
・
８　

昭
60
卒 

今
井
利
栄
子（
二
瓶
） 

平
23
・
11
・
９

敬
　
　
　
弔

支
部
一
覧

支
部
名

支
　
部
　
長

卒
年

東

京

脇
山
（
渡
辺
）
亞
子

昭
46

（
事
務
局
）

小
林
（
石
田
）
文
子

昭
56

愛

知

（
事
務
局
）

渡
邊
（
佐
藤
）
淳
子

昭
47

郡
山
福
桜
会

佐
藤
（
山
崎
）
久
子

昭
33

会

津

五
十
嵐
（
岩
崎
）
英
子

昭
44

（
事
務
局
）

佐
藤
（
二
階
堂
）
浩
子

昭
37

須

賀

川

須
田
（
遊
佐
）
良
子

昭
33

二
本
松
福
松
会

大
松
（
桜
田
）
良
子

昭
28

（
事
務
局
）

渡
辺
（
渡
辺
）
道
子

昭
36

本

宮

杉
内
（
高
野
）
聡
恵

昭
51

保

原

舟
山
（
栗
原
）
由
美

昭
40

川

俣

斎
藤
（
佐
藤
）
幸
子

昭
18

飯

坂

佐
々
木
（
佐
藤
）
米
子

昭
30

福
島
県
庁

た
ち
ば
な
会

吉
成
（
橘
）
宣
子

昭
59

福
島
市
役
所

た
ち
ば
な
会

香
野
（
半
野
）
さ
か
え

昭
54

（
事
務
局
）

永

島

晶

子

平
９

　

昭
和
27

年
卒
阿
部
泰
子
様
に
つ
き
ま
し
て
、

誤
っ
て
物
故
者
欄
に
記
載
し
て
し
ま
い
ま
し
た

こ
と
、お
詫
び
し
て
訂
正
致
し
ま
す
。（
98
ペ
ー
ジ
）

会
員
名
簿
訂
正

書
け
な
い
と
苦
し
く
な
り
ま
す
。
何
を

書
い
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
。
下
手

な
文
章
に
思
え
て
辛
い
。
高
校
時
代
は

そ
ん
な
悩
み
を
抱
え
た
時
期
で
し
た
。

　

振
り
返
る
と
、
高
校
の
頃
、
私
は
試

験
の
成
績
が
安
定
し
な
い
生
徒
で
し

た
。
小
説
以
外
に
も
将
来
の
こ
と
や
内

気
な
自
分
の
性
格
な
ど
に
悩
み
、
授
業

に
身
が
入
ら
な
く
な
っ
て
テ
ス
ト
の
点

数
が
三
十
点
台
に
ま
で
落
ち
た
こ
と
も

あ
れ
ば
、
急
に
や
る
気
を
出
し
て
高
順

位
の
成
績
を
取
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
悩
ん
だ
末
に
将
来
は
地

元
で
働
き
な
が
ら
小
説
を
書
き
続
け
よ

う
と
決
め
、
大
学
に
進
学
。
大
学
卒
業

後
、
仕
事
に
や
っ
と
慣
れ
始
め
た
社
会

人
二
年
目
の
夏
、
福
島
県
文
学
賞
に
応

募
し
て
正
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

県
文
学
賞
に
は
中
学
生
の
頃
か
ら
応

募
し
続
け
、
受
賞
し
た
四
作
品
の
う
ち

二
つ
は
時
代
小
説
で
し
た
。
こ
の
こ
と

も
あ
っ
て
最
近
で
は
、
自
分
は
過
去
の

時
代
の
実
在
す
る
事
柄
に
つ
い
て
書
く

の
が
向
い
て
い
る
の
で
は
と
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
今
も
多
く
の
資
料

と
悪
戦
苦
闘
し
つ
つ
歴
史
小
説
を
書
い

て
い
ま
す
。
ま
だ
頭
の
中
に
し
か
な
い

物
語
が
形
に
な
っ
て
い
く
過
程
を
楽
し

み
な
が
ら
、
今
後
も
小
説
を
書
き
続
け

た
い
と
思
い
ま
す
。

■住所変更手続きのお願い■
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（協力金振込用紙通信欄、ファックス、ハガキ）
でご連絡ください。
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そ
し
て
人
々
が
と
て
も
気
さ
く
で
フ
レ

ン
ド
リ
ー
。
そ
れ
が
私
を
根
付
か
せ
て

し
ま
っ
た
理
由
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

三
年
前
に
幼
い
頃
か
ら
の
国
際
線
客

室
乗
務
員
の
夢
が
叶
い
ま
し
た
が
、
こ

の
コ
ロ
ナ
事
情
に
よ
り
事
態
は
一
転
、

八
月
に
ほ
ぼ
全
員
解
雇
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
ま
で
の
飲
食
接
客
業

で
の
経
験
を
生
か
し
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
職
と
バ
リ
ス
タ
職
を
得
る

こ
と
が
で
き
、
現
在
は
再
び
国
境
が
開

き
、
客
室
乗
務
員
の
再
雇
用
を
待
つ
状

態
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
事
情
に
つ
い
て
は
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
は
、
か
な
り
早
い
段
階
で

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
。
交
通
機
関
が
停
止
、

規
定
の
ス
ー
パ
ー
以
外
の
店
も
閉
ま

り
、
取
り
締
ま
り
の
警
察
が
巡
回
す
る

な
ど
、
か
な
り
厳
し
い
規
制
で
し
た
。

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
現
在
で
は
、
国
内

で
の
感
染
者
は
ゼ
ロ
、
マ
ス
ク
も
な
し

で
、
ほ
ぼ
普
通
の
生
活
を
送
れ
る
状
態

で
す
。

　

あ
の
厳
し
い
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
を
経
験

し
た
か
ら
こ
そ
、「
日
常
」
の
大
切
さ

を
実
感
し
て
い
ま
す
。
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン

中
は
家
か
ら
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
状

態
が
続
い
た
の
で
、
あ
る
意
味
で
自
分

を
見
つ
め
直
す
良
い
時
期
だ
っ
た
と
も

思
え
ま
す
。

　

ち
ょ
う
ど
三
月
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
の

直
前
に
、
福
島
県
人
会
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
支
部
発
足
の
提
案
を
受
け
て
、
発

起
人
と
し
て
四
月
に
「
Ｎ
Ｚ
オ
ー
ク
ラ

ン
ド
ふ
く
し
ま
会
」
を
発
足
さ
せ
ま
し

た
。

　

現
在
は
会
員
集
め
と
、
国
際
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
参
加
提
案
な
ど
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
ら
し
く
の
ん
び
り

活
動
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

再
び
多
く
の
日
本
の
方
々
に
来
て
頂

き
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
日
を
心
か
ら
待
っ
て
い
ま

す
。
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コ
ス
モ
ス
や
語
り
合
う
よ
な
風
の
中

　

七
月
七
日
は
年
に
一
度
、
彦
星
さ
ま

と
織
姫
さ
ま
が
再
会
す
る
ロ
マ
ン
チ
ッ

ク
な
日
で
す
が
、
私
達
の
学
年
で
も
七

夕
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
十
年
前

の
総
会
か
ら
ク
ラ
ス
の
幹
事
さ
ん
の
希

望
で
始
ま
り
、
回
を
重
ね
る
た
び
に
友

だ
ち
の
輪
が
広
が
り
、
現
在
で
は
二
十

名
前
後
が
集
い
、
こ
の
日
ば
か
り
は
昔

の
福
女
時
代
の
乙お

と
め女
と
な
り
楽
し
く
語

り
合
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
姿
は
、
コ
ス

学

年

だ

よ

り

学

年

だ

よ

り

あ
と
が
き

◎
会
報
71

号
が
完
成
し
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
紙
面
作
り
や
編
集

作
業
に
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、

無
事
皆
様
に
お
届
け
で
き
ま
す
こ

と
に
、
編
集
委
員
一
同
ほ
っ
と
い

た
し
て
お
り
ま
す
。「
ニ
ュ
ー
ス
メ

モ
」「
支
部
だ
よ
り
」
集
合
写
真

な
ど
、
今
回
載
せ
ら
れ
な
か
っ
た

も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
会
報

が
少
し
で
も
皆
様
の
元
気
の
糧
に

な
り
ま
し
た
ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

最
後
に
お
忙
し
い
中
、
原
稿
を
は

じ
め
、関
わ
ら
れ
た
す
べ
て
の
方
々

の
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

友　

だ　

ち

瓶
子（
瓶
子
）和
子
（
昭
和
30

年
卒
）

再
会
を
楽
し
み
に

石
川
　
優
里
（
平
成
10

年
卒
）

会
え
る
日
を
楽
し
み
に
！

小
野（
星
）美
弥
子
（
昭
和
40

年
卒
）

　

私
た
ち
が
橘
高
校
を
共
学
化
三
期
生

と
し
て
卒
業
し
て
十
二
年
が
経
ち
ま
し

た
。
そ
の
間
、
青
春
時
代
を
過
ご
し
た

平
成
か
ら
令
和
へ
と
年
号
が
変
わ
り
、

私
た
ち
も
新
時
代
を
担
う
社
会
人
と
し

て
そ
れ
ぞ
れ
活
躍
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
今
回
、
同
窓
会
総
会
の
担
当
学
年

と
い
う
こ
と
で
久
々
に
同
級
生
や
恩
師

の
先
生
方
と
楽
し
い
再
会
の
機
会
に
な

れ
ば
と
思
い
ま
し
た
が
、
例
年
通
り
の

総
会
・
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ず
大
変
残

念
で
す
。
し
か
し
、
準
備
の
段
階
で
は

各
ク
ラ
ス
の
幹
事
と
連
絡
を
取
り
合

い
、
一
月
に
は
同
級
生
が
営
む
店
で
顔

合
わ
せ
を
兼
ね
た
幹
事
会
を
開
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
学
生
時
代
の
話
で
盛

り
上
が
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
今
後

に
向
け
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
連
絡
方

法
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
終
息
し
た
際

は
改
め
て
み
ん
な
で
集
ま
ろ
う
！

女
子
高
な
ら
で
は
の

　
　
　
　

楽
し
い
日
々

斎
藤（
尾
形
）良
子
（
昭
和
50

年
卒
）

　

三
年
前
、
七
十
一
歳
の
時
に
気
力
・

体
力
の
あ
る
今
「
ラ
ン
チ
同
級
会
」
を

し
た
い
と
、
二
ヶ
月
に
一
度
を
目
標
に

始
め
ま
し
た
。
市
内
在
住
の
同
級
生
七

名
を
中
心
に
連
絡
を
と
り
合
い
ラ
ン
チ

を
共
に
し
、
古
き
良
き
昭
和
の
絆
を
つ

な
い
で
ま
い
り
ま
し
た
。
県
外
か
ら
の

参
加
者
も
お
り
話
題
は
趣
味
、
介
護
、

体
調
等
の
近
況
報
告
な
ど
…
。

　

こ
れ
か
ら
十
年
後
の
同
窓
会
ま
で
に

ラ
ン
チ
同
級
会
を
再
ス
タ
ー
ト
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

福
女
二
十
年
会

吉
野（
針
金
）愛
子
（
昭
和
20

年
卒
）

　

昭
和
十
六
年
四
月
入
学
。
十
二
月
八

日
太
平
洋
戦
争
勃
発
。
二
年
生
の
頃
か

ら
勤
労
奉
仕
、
本
法
寺
様
の
お
掃
除
。

麦
刈
り
稲
刈
り
の
手
伝
い
、
競
馬
場
を

開
墾
し
蕎
麦
を
ま
き
、
校
庭
の
周
り
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
も
耕
し
、甘
藷
を
植
え
た
。

十
九
年
七
月
学
徒
動
員
、
品
川
計
器
、

日
東
紡
、
福
島
駅
に
出
向
。
二
十
年
三

月
学
校
に
集
ま
り
、
卒
業
式
。
Ｂ
５
の

半
分
の
卒
業
証
書
を
い
た
だ
き
動
員
先

に
戻
っ
た
。
卒
後
三
十
年
、
昭
和
五
十

年
に
初
め
て
同
期
会
を
開
き
「
福
女

二
十
年
会
」発
足
。
修
学
旅
行
を
京
都
・

奈
良
か
ら
始
め
、
九
州
か
ら
北
海
道
ま

で
三
十
五
回
続
け
た
。
平
成
二
十
九
年

ホ
テ
ル
大
鳥
で
最
後
と
し
た
。

　

福
女
創
立
百
周
年
同
窓
会
館
を
建
立

し
た
時
の
山
本
和
子
さ
ん
が
寄
贈
し
た

藍
染
の
大
き
な
絵
と
、
橘
高
校
創
立

百
二
十
周
年
記
念
式
典
で
の
小
島
美
子

さ
ん
の
記
念
講
演
は
同
級
生
の
誇
り
で

す
。

　

福
女
に
通
い
始
め
た
当
初
は
、
男

女
共
学
へ
の
憧
れ
が
あ
り
ま
し
た
が
、

徐
々
に
女
子
だ
け
の
気
楽
な
生
活
が
心

地
よ
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
男
性
と
言
え
ば
先
生
方
し

か
い
な
か
っ
た
の
で
、
先
生
方
の
話
題

　

自
分
自
身
は
変
わ
ら
な
い
つ
も
り
で

も
、
や
は
り
月
日
は
流
れ
て
い
る
の
だ

　

今
回
の
同
窓
会
総
会
は
、
０
の
つ
く

学
年
が
当
番
と
な
り
、
私
達
昭
和
六
十

年
卒
の
学
年
も
三
十
五
年
ぶ
り
に
再
会

で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

し
た
。

　

卒
業
時
の
学
年
幹
事
と
、
今
回
新
し

く
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
幹
事
の
方

と
の
新
メ
ン
バ
ー
で
、
総
会
参
加
へ
向

け
て
始
動
し
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
卒
業

ア
ル
バ
ム
を
横
に
、
電
話
の
向
こ
う
の

声
は
、
い
つ
の
間
に
か
高
校
時
代
の
○

○
ち
ゃ
ん
へ
と
戻
っ
て
い
ま
し
た
。
同

じ
ク
ラ
ス
や
部
活
の
仲
間
、
今
の
仕
事

な
ど
で
繋
が
っ
て
い
る
方
へ
と
連
絡
を

広
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
総
会
は
、
残
念
な
が
ら
学
年

幹
事
二
名
で
の
参
加
と
な
り
ま
し
た

が
、
先
輩
方
の
築
い
て
き
た
同
窓
会
の

縦
の
繋
が
り
と
強
い
絆
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

昭
和
六
十
年
卒
の
皆
様
、
次
回
総
会

で
元
気
に
笑
顔
で
お
会
い
し
ま
し
ょ

う
！ 笑

顔
で
の
再
会
へ

中
木（
橘
）泉
（
昭
和
60

年
卒
）

次
の
機
会
を
楽
し
み
に

菅
野
翔
太
郎
（
平
成
20

年
卒
）

と
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
、
新
校
舎
に
あ

り
ま
す
。
通
路
両
脇
に
ず
ら
り
と
植
え

て
あ
る
松
の
木
で
す
。
自
分
が
高
校
生

の
頃
は
確
か
頭
の
高
さ
く
ら
い
で
あ
っ

た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
が
、
今
は
遥
か

頭
上
か
ら
私
た
ち
を
悠
々
と
見
守
っ
て

い
る
か
の
よ
う
で
す
。
冬
に
は
職
人
さ

ん
の
手
に
よ
っ
て
見
事
な
雪
つ
り
の
姿

と
な
り
ま
す
。
ま
だ
ご
覧
に
な
ら
れ
て

い
な
い
方
は
是
非
い
ら
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ず
っ
と
私
た
ち
の
学
び
舎
に
い
て
く

れ
た
松
の
木
を
見
上
げ
な
が
ら
、
皆
様

と
の
再
会
を
心
よ
り
願
う
ば
か
り
で

す
。

モ
ス
が
風
に
ふ
か
れ
て
ゆ
れ
て
会
話
し

て
い
る
よ
う
で
す
。
コ
ス
モ
ス
の
花
言

葉
は
、「
乙
女
の
真
心
」。
私
達
も
い
つ

ま
で
も
清
ら
か
な
心
を
持
ち
続
け
、
少

し
で
も
人
の
役
に
立
つ
こ
と
を
心
が
け

て
素
敵
に
年
を
重
ね
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
同
期
の
皆
様
方
に
は
健
康
に

留
意
し
て
、
ま
す
ま
す
ご
活
躍
さ
れ
、

楽
し
い
人
生
で
あ
り
ま
す
よ
う
願
っ
て

お
り
ま
す
。

で
盛
り
上
が
っ
た
り
、
暑
い
日
の
授
業

中
に
は
ス
カ
ー
ト
の
裾
で
あ
お
い
だ

り
、
堂
々
と
早
弁
を
し
た
り
、
昼
に
な

る
と
全
校
生
相
手
に
お
気
に
入
り
の
パ

ン
の
争
奪
戦
に
必
死
だ
っ
た
り
…
。

　

二
年
生
の
時
に
は
、
担
任
の
先
生
と

の
息
も
ぴ
っ
た
り
合
い
、
ク
ラ
ス
の
結

束
力
が
高
ま
り
、
優
勝
し
た
仮
装
行
列

の
テ
ー
マ
は
海
賊
で
し
た
。
さ
ら
に
、

友
人
と
「
清
少
納
言
を
敬
う
会
」
を
作

り
、
友
人
の
誕
生
日
会
や
合
宿
の
ま
ね

事
を
し
た
の
が
一
番
の
思
い
出
で
す
。

（
草
野
心
平
筆
）

元
母
校
美
術
教
諭

　
神
野
忠
和
先
生
作

（

（


